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2017 N-ONE OWNER’S CUP RACE REPORT

最終戦の舞台は地元栃木県にあるツインリンクもてぎ。
ポイントランキング上位順に参加優先権が与えられ、そ
の中から45名が選出されエントリーが認められる。

シリーズランキングは13戦を終えて7位タイであり、6位
との差はわずか1ポイント。
残念ながら自力チャンピオンの可能性は無いが、この大
会ではポイントが通常の約1.5倍となるため展開次第
では十分にシリーズ上位入賞も可能な位置につけてい
る。
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公開練習

2本目ではトップタイムを記録！全体でも3番手タイムと好調の滑り出し

公開練習1本目は前日に発売された横浜タイヤのADVAN FLEVAを装着し周回を重ねる。
しかし、ブレーキング時のタイヤ特性を掴みきれていない事、マシンセットを出し切る時間がないこ
とからレースでの使用は中止した。
2本目ではタイヤをブリヂストンのREGNOに戻し、オイルをサポートを頂いているMIDLAND製
Walzer 0W-20のフレッシュオイルに交換した。
周りのタイムが上がらない中、1回目よりも0.6秒のタイムアップでトップタイムを記録。
レースペースに十分な戦闘力があることを確認し、アライメントのチェックをして公開練習を終えた。
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予選タイムアタック

後半セクションでのミスが響き予選は4番手タイムとなる

前日の練習走行で1台がマシントラブルによりリタイヤとなったため、44台での予選となった。
いかにクリアラップを取り、タイヤのコンディションが良い序盤にタイムを出せるかが勝負。
前車との間隔は十分に取りアタックラップへと入るが、後半セクションでブレーキングミスをしてしま
いこの時点で全体の9番手タイム。
一度ピットに戻り内圧を調整。チームメイトに並んで再度アタックを敢行した。
一周をまとめきる事は出来たが、一発の速さを出すことが出来ず4番手で予選を終えた。
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決勝

多くのバトルで会場を盛り上げ、3位表彰台を獲得！

4番手グリッドは2列目イン側からのスタート。

スタートダッシュを決め2コーナーでノーズをねじ込むが完全に抜ききれず失速。後続との差が詰まりS字コー

ナーで5位にドロップ。

2周目には3位争いが激化。ヘヤピンで4番手が仕掛けた隙を突きバックストレートでスリーワイドに発展。続

く90度コーナーで3番手へとポジションアップするが立ち上がりで失速しビクトリーコーナーで4番手に入れ替

わってしまう。

次にレースが動いたのは5周目。トップのペースが急激に落ちはじめ3コーナーでミスした瞬間にポジションアッ

プし3番手へと浮上。

序盤のバトルの際タイヤを酷使した影響でペースが上がらず、追い抜くには至らずチェッカーを迎えた。

2列目 4番手スタート 4月 鈴鹿以来の表彰台！
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Photo Etc.

WTCCのサポートレースとしてパドックには多くの外国人からの注目が集まった

1年間一緒に戦ってくれた父と

激しい戦いの跡・・・

シャンパンファイトは中止でした
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2017年は本大会をもって全日程を終了しました。
当初はスポット参戦予定にも関わらず、年間を通してサポートしてくださりありがとうござ
います。

シリーズランキングは7位から5位とジャンプアップし、3年連続のシリーズ入賞を果たすこ
とが出来ました。

昨年よりもシリーズ順位は下がってしまいましたが、台数も多くなりレベルも拮抗してき
ている中で全戦入賞する安定性といった面は大きな成果だと感じています。

これも皆さまのご支援・ご声援のおかげです。本当にありがとうございました。

来シーズンの参戦予定は未定ですが、走る機会を頂くことが出来ればこれまでの経験
を活かして全力で走る所存です。また、参戦内容が決まりましたらご報告させていただ
きます。


